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人間脊髄後索線維：の延髄内終末部位に就いて

金澤讐科大場久留外科教室（主任 久留勝教授）

水  上  哲  次

  7ぬφ 」∫蜘9α漉

  （昭和塑年1⑪月26日受附）

緒

 今世紀の初期頃迄，脊髄後索線維の終末部位

に豪しては，延髄のGoll扇面叉はBurdach

氏核に絡証するとの意見の外，ノ朔剛却に直接移

行するものを含む等の意見が行はれて來た．例

へばMonak。w・31）及Borgheri1・i・4＞等は動物竃験

に於て，後索線維中：Fibrae arcuatae externae

の形で直接側索又は小滴τ到達するものを見だ

と記載し，Edinger 11）も唾壷見の髄鞘露訳標本

の面出より之に賛意を表した。一方Darksche－

witsch， Freud 9）等は人髄に於て斯る事實の存在

を否定し，叉：Lewandowsky L’7）は動物（猫）歯応

に於て，Feist－Wollheim i5｝は入間の脊髄横断障

碍例の楡素より，後索は側索並に小1嵩に全然關

係がなく，後索を上行する線維は総て延髄の後

索核に絡末するものと断じた．

 久留教援は脊髄を上行する有無性経路を5群

に分類されたが，その中で脊髄紳経節延髄路は

脊髄紳経節内に起始細胞を有し，所謂後索を形

言

成して脊髄を上行し延髄に到達する．歯面下部

胸髄以下仙，尾髄よりの後根線維は延髄後索核

のGoU氏核（Nucleus p乱rtis medialis fascic61t

dorsalis］，：N。 A．）に，上部胸髄乃至露髄よりの

後根線維は：Burdach氏核（：Nucleus partis late－

ralis fasciculi dorsalis J・：N・A・）に掃出するもの

と一般に：記載せられてみるが，各脊髄々節後根

に由來する線維が夫々延髄の如何なる高さで，

何れの後索核の何れの部に，如何なる血相を以

て面諭するかの詳細に溢しては，寧ろ不明の部

分の方が多かった如く思はれる．余は教室に於

て多年蒐集せられた尾髄よb頸髄に至る間の，

種々の高さに於ける後根叉は後索の障碍例13

例の延髄攣性標本（12例Marchi染色，1例

Scharlachrot染色〉の連績切片を槍面する機會

を與へられたので，今その結果を記載し，この

問題に幽する從來の文面に批判を加へて見たい

と思ふ．1

症

紙面割愛の爲簡軍に表示する（症例の大多数

例

は土屋報告のそれと同一である）。

第 1 表

第1例

第2例

患者（年齢）

池O （54）

市○ （53）

性
別

9

9

病副轍は後腰に加へ

卵渠癌再護

子 宮 癌

iられたる外科的侵襲

X皿胸椎部（右）にて
蜘蛛膜下「アルコー
ル」注射
XI胸椎部（左）にて1蜘蛛膜下「アルコー
ル」注射

後索，後根を悪心と
する標本愛性部位

右：Thl⑪以下の全
    後根
左：COのみの後根

左＝Thll， Th12及
し1ヂL3並Ls各後根

染色法

Vルキ
ー氏法

st

日

数

41

60

備 考

横断面
蓮績切片
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第3例 青Q（3η ♀ 直腸癌再

第4例
芳・（25）iδ 第1腰椎

絡恊ﾜ

第5例 加O （40） ♀ 胃．癌：再

，第6例
    噂
k0（33） ♂ 第6及7

ﾅ歴迫骨

第7例 岩○（不詳） 3 頸，胸椎
誾尞

第8例 桶O （26） δ 第6，7
ﾅ墜疸骨

第9例
     ｝
~○ （52）♀     1 結 腸

第10例 菅○ （41） ♀ 右乳癌再

第11例 山○ （20） ♀ 石炭瓦斯

ﾅ

第12例 高Q （56） 6 肺 臓

第13例
   一 一
ﾄ○ （26） δ 舌

7頸

癌

癌

癌

X正胸椎蔀（右）にて
蜘蛛膜下「アルコー
ル」注射

（椎弓二二術）

 X工胸椎部（左）にて
 蜘蛛膜』下「アルコe
一一2レ」登録＿．t

右：Th6－Thn及し1
並Ls各後根

Zz 一Tht2間の横断障
碍

左；Th7一・：L1の全後

根

（椎弓藏除術） 避馬鹿の欄障

／／／ 舞尢?ﾓ
（椎弓裁除術） C6， C7及C8の横噺

隔一

鞭蠣縮分1周差c・の徽

VII頸騰にて前側索         Ce，：及C7の後根
切漸術

V丁丁にて前側索切1

V：頸門前側索切匡新
術（右）

後根切断術
（Clp C2：及C3）

C4， C5， Cffの軟化

（c5著明）

右：C4の後根

左＝Ci， C2及Ca
の後根
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所

前記13例の連績切片（50μ）槍索に依ウ次の如

き所見を得た．所見は主として延髄横漸面に於

けるものに關して記載する事とする。

 1．延髄頸髄境界部に於ける脊髄後根線維の

配列歌況は，襲に教室員土屋蝸が報告せる第

1頸髄に於ける配列に殆んど一致する（：Fig・1’）．

 1工．尾髄後根線維の終末部位は明瞭に之を看

取するを得ないが，一側に於て尾髄後根に軍門

障碍ある第1例の，錐禮交叉下部に於ける標本

の所見よりすると，仙髄後根線維とその運命を

共にするものと思はれる．
                 ノ
 III・．錐艦交叉の下部より延髄の上部に至る

間に於けるGoll氏束及：Burdach氏東間の後

根線維の配列，並に一等の延髄後索核への絡末

の丁丁を，次の8横断面の所見を代表として読

明しよう．以下記載を訓達にする爲に次の如き

略字を用ひる．

，Co：尾髄， S1，2，3……：th 1，2，3・・一仙

見

髄，：L1，2，3：第1，2，3……腰髄， Thエ，2，3…

… ：第1，2，3・・・…訂幻髄，Cl，p 2，3・■■… ：第1，

2， 3・■■…頸・髄．

 A．錐腸交叉部の下部（Fig．2の部位）

・a）．G⑪II台東内の後根線維の配列

 右側Th1。乃至Coに至る聞の杢後根，並に

左側Coの後根に攣性のある第1例に就いて見

るに，右側に於ける攣性線維の分布はGoll氏

核の周園に略it均等に配列してみる．左側に於

ては後正中隔の背側部に極めて僅かな攣性線維

の集束を認め得る（細面1），之Co後根線維の

歩むる領域である．一方Th1五， Th12及し1， L3

並にL5の後根に攣性のある第2例，及Thc，乃

至Th12並にL1， Lsの後根に攣性のある第3

例では，G⑪U氏束の内背測部は攣性線維に乏し

く，i；の部の外側に接して背外側より腹内側に

輕く傾斜せる細き帯歌の，梢亀密なる攣性線維

の集束を認める（附圖1及III）．とれが正・5の後

［ IS9 ］
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根線維の占むる位置であって，第1例の所見と

比較野照すると，上記の攣性線維の乏しV最内

側の部はCo及Sの後根線維に依って占めらる

玉領域である事が判る．更に第2例では，この

Lsの攣性線維束と一定の闇隔を置いて曳行に

走る攣性線維束が見られる。EPちGoll氏束の

背面中央部より腹内側部に向ひ後正中隔の腹側

3分の1部に略itその腹側端を有する細長き帯

解の攣性線維束が認められる，これがし3の後

根線維の占むる岡岬と判定すべきである．（早

手1）．叉第2及第3例に於てG⑪ll氏束の最外

側部を，背外側より腹内側に向ふ比較的密なる

攣性線維束を認める（附圖1及III）．これが：L1

の後根線維の占むる領域と考ふべきであって，

野崎共この密なる特性線維束の外側（所謂GoU

及：Burdach氏束の境界部）に密接して，梢ζ疎

，なる攣性線維の集束を認めるが，（第2例では

比較的腹側部により，第3例では第2例のそれ

より：更に背側部に迄及んでみる）之Thの後根

線維の配列部位と考ふべきであらう．この際，

上例の所見の比較からすると，胸髄下部後根線

維は上部のそれに比し後索の比較的腹側部に配

列する6のと推定せられる（四割1及III＞．

 b＞Goll氏核（Nllcleus partis medialis fasciculi

dorsalis JNA＞内への終末

 第1例では主としてGoll氏束の雪平側部に

配列してみる攣性線維集束，帥ち主としてCo

及S後根由來の攣性線維集束より，この核へ絡

末枝を枝出してみるのが認められ（爲眞1＞，一

方Co及S後根にi墜1生なき第3例では，この高

さに於てGo11氏東内の攣性線維集束よll t殆

んどこの核へ終末枝を思出してみないから｛附

圖1及III），この高さのGoll氏核，即ちGoll

氏核の最下端附近に終末する線維は，主として

℃o及Sの後根線維であると結論し得られる．

 c）：Burdach氏東内の後根線維の配列

 C6乃至Csの高さで横断障碍のある第8例で

は，その攣性線維集束はBurdach氏束の全領域

の背内側の略ヒ3分の2を占め，その腹外側の

3分の1の部には攣性線維は認められなV・．又

C6及C7の後根に障碍のある第9例の攣性線維

の外側縁はis 8例のそれに一致してみる事から

C，後根線維の外測縁の位置が判定し得られる

｛爲眞9）．一・：方第9例では，第8例で認められ

るBurdach氏東内の攣性線維の占むる領域の

申で，平々その内側3分の1の部は攣性線維に
           しヨ
乏しい．これがCs後根線維の占むる開園と判

定すべきである．C6及C2の後根に攣性のある

ng 7例に於ては，第8例及第9例で認められた

攣性線維の外側縁に，その外側縁が高致し，

：Burdach野洲の外背面周擾より野心荻：白質の略

走背側縁中闇部に達し，その外・背側部に鞘ξ屈

曲する帯朕の攣性線維束が認められ，その占む

る範團は第8例のそれの略it外側3分の1，第

9例のそれの略it外側2分の11の部に一致する

（鴇眞5）。これがC，後根線維の配列部位と考

へ得る．從って以上の3例の所見より，：Burdach

氏門内のC6， C7， Cs後根線維の憎むる配列：部位

を夫々決定し得られる．次にC5後根の下3分

の2に障碍のある第10例では，C，後根線維の占

むる領域の外側に密接して，その背外働部に

：Burdach氏束の略it背外側周邊に達してみる細

い帯欺の攣性線維束を認め得る．これがC緩根

線維の占むる大部分の範園である（興野XII｝．

Cg後根に障碍のある第12例の所見によると，

上記C5後根線維の領域に密接して，その腹外

側に置歌の攣性線維束が認められる（爲眞15a）．

而もCg， C5， C・の軟化病竈を有する第11例の所

見中Burdach氏束の攣性線維の外側縁は第12

例のそれに一致する事からCa後根線維の占む

る領域を決定し得る。Cヨ乃至C1後根に障碍

のある第13例では，第11例及第12例の所見で

：Burdach奇型の腹外側部の壁性線維の認められ

なV・部分を充實する如く攣性線維集束が認めら

れ，而もC2後根に障碍のある第7例では，そ

の攣性線維束は三叉祠1経脊髄根核の背甲に密接

して配列し，第13例の攣性線維集束に比して比

較的腹内側部に位置してみる1この平な所見か

らC1， C2及C3後根線維の罷むる領域を夫々別

個に決定する事が可能である．
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 B．錐禮交叉の上部（：Fig・3の部位）

 a＞GQII氏東内の後根線維の配列  一
’

 Goll氏核の占むる領域の増大するに件ひ，

Goll氏束を内，聞及中間翼（Goll氏核の背面

に主として之と畢行に存する：部分を申聞翼，そ

の吟興を内，外翼とする）に庭晒する事が出時

る．第1例の右側に於ては外翼の背外側部の・…一’一

部を除き，その他の部分は，Goll氏核を園即す

る如く略ヒ均等に男生線維束の配列が認められ

る．第3例の内翼に於てはその背側の部分のみ

攣性線維束の密度が大である．との所見が第乳

例の内翼の所見と一一致する事から，これが1・5

後根線維の占むる部位であるのを知る．而も第

1例の内翼の所見と比較封照して，内翼の墾性

線維束の密度が極めて疎なる部分は，C⑪一S後

根線維の占むる領域と推定し得る．叉第2例の

中聞翼の略ヒ中央部に比較的密なる攣性線維束’

が認められるが，第3例ではこの部分に弾性線

維集束を認められないから，この部が：L3後根

線維の占むる領域であるのを知る．更に第2及

第3例では，その外翼に夫々比較的密な攣性線

維集束が認められるが，これらの攣性線維の外

側の部分は，Llの高さで横断障碍のある第4

例の攣性線維の外側の部に一致するから，大里

Li後根線維の占むる部位であらうと推定され

る（附圖工V）．このL1後根線維の占むる領域の

外側に密接して，帥ちGo11及：Burdach氏束の

境界部に於て，第2例では比較的腹側部に限局

して，第3例では更に背側部に迄及んで攣性線

維が認あら煎，る，之れらは：L1後根線維の攣性

線維集束よりその密度は疎である．帥ちこれが

Th後根線維の占むる部位であって，如上の所

見からしてTh，下部よりの後根線維は上部のそ

れに比して後索中比較的腹側部に位置を占めて

       ヤみるものと推定せられる．

 b）G⑪U氏核内への終末     ・

 第1例の右側ではGoll氏核を團吊してみる

i墜性線維束より，この核に略it均等に終末枝を

運出してみるのを認める．第2及第3例に於て

は，G・ll氏核の内側部中腹側部へは絡末枝の枝

出が比較的僅少であるが，これに比して第1例

ではこの部位に著明に絡末枝を枝出してみるの

が認められる．從ってこの部分がCo－S後根線

維の終末部と推定し得られる．第2及第3例で

は，Goll氏束申の：L5後根攣性線維集束より，

この核の背内側部に絡末枝を枝出してみる．故

にこの部を：Ls後根線維の終末部位となすべき

である（附圖IV）．叉第2例では， Ge11氏東中

の玩後根攣性線維束より，この核の中央部に

略ヒ背腹方向に帯状をなしてみる絡末領域を認

め得る．更に第2及第3例ではGoll氏束の外

翼及Goll及Burdach氏束の境界部に配列して

みる：Ll及Th後根攣性線維より，こ、の核り外

側部に絡末枝を枝出してみるのが認められ，こ

の内でL1後根攣性線維束よ夢のものは， Thの

それに比して，その絡末枝の密度も，占むる領

域も大であるから，之に依って：L1とTh下部

との終末領域を略ゼ旺別する事が出來る．一方

：Burdach氏束に攣性ある第7乃至第13例に就い

て見るに，Burdach氏東中に配列してみる攣性

線維集束より，Goll氏核への絡末分枝を誰明

する事が出來ない．

 c）Burdach氏三内後根線維の配列

 第7乃至第13例の所見を総括するに，この高

さのBurdach氏東駅に於ける各脊髄後根線維

の配列は，錐艦交叉の下部に於ける様相と略ヒ

ー致してみるのを認めるが，一般にその占むる

領域の面積が増加してみるのに氣付く．殊に注

目すべきはC，乃至Csの後根に由引する線維は

Burdach氏束全領域の3分の2、以上の面積を占

める事で（爲眞9），而も同一面積内の密度も他

のCs乃至Ci後根線維或はTb後根線維の場合

に比して大である黙である。

 d）：Bnrdach氏核（狡義）（Nacleus Partis late－

Talis fasciculi d⑪rsalis JNA）内への絡末

 この核は延髄：のこの高さではBurdach民撃

墜にProcessus cuneat”s（Ziehen）として著明に：

           ヤ
出現してみるのを認める．

 Th5－Th7聞の横匿斤障碍のある第6例及Th5の

横断障碍のある第7例の所見に於て，G⑪11及
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Burdach氏束の境界部に配列してみる憂性線維

集束（即ちThの攣性線維）よゆ極めて少数の線

維であるが，この：Precessus cuneatusの最：も内

欄部に饒に絡末枝を逡ってみるのが認められる

（附圖XI｝．而もT転の後根に障碍のある第3

例で斯かる所見は認められなV・から，この経末

枝はTh5後根線維であると考へられる。第7

例では更にC6及Cmの後根に障碍があってt

Burdach氏東中のC、S後根馬鐸線維束より～二の

核の外側部迄に，叉第9例の所見ではCc，及C7

後根攣性線維束より，この核の内側の一部を残i

しその大部分の領域を占めて夫々終末枝を逡っ

てみるのが認められる．C5後根下3分の2・に障

碍のある第1⑪例では，この核の最外側部の一眼

部分に殊に密集して絡末してみるのを認める．

これがC5後根線維の大部分の終末領域である．

：更にCc，， C7及Csの横断障碍のある第8例で

は，：Burdach氏束申の吟醸線維集束よ夢，この

PrOC／esstis cun㎎tu§の略it全般（最外側の一年：部r

分を除き）に亘ゆその絡末枝を搾出してみるの

が認められる．以上の所見より Processus

ctln甑tus内へのCrC5後根線維の絡末部位を

決定し得る．C4－C1後根に攣性を謹明する第12

及第13例並にGoll氏東中に攣性ある第1乃至

第5例の何れに於いても，この高さのヒの核

（Pr⑪ceSSUS cuneatus＞lq絡末分枝の枝出を言時明

出來ない．帥ちこの核はこの高さではC5－Th5

の後根よbのみ粗末分枝を導くる事を知る。

 C．オリーブ核の脊腿極の上部（：Fig． 4の部位）

 a）Go11聴罪内の後根線維の配列

 第1，第2例（附説III）第3例（卑下4は延

髄のこの部位よ塀振上部1及第4例（下網V）

の所見よりして，Goll氏町内の各後根線維の

配列様相は，B項a）に記載せるものと略it同

様であるのを知る．然し各攣性線維集束の密度

は梢ヒ減少し，且相隣接せる攣性線維集束は互

に混合するかの如き傾向を示してみるのを認

める． この高さに於て既に後索周邊にFibrae

arcuatae externaeが出現し始めぢが，前側索に

障碍なき蜘蛛膜下アルゴ・一ル」注射例（第1例

及び第3例）の御見により，Goll氏東内の攣性

線維よウ，このFjbrae arcuatae externaeに直

接移行する様な後根線維の存在を完全に否定皆

既る．

 b）Go｝1氏核への終末

 Thll， Th12及し1，：L3，：L5の各後根に攣性の

ある第2例及Thts－Th11及：L1，島の各後根に

攣性のある第3例に於て，G⑪11氏東中の内側に

配列してみる攣性線維束（帥ちしs後根線維）よ

り主としてとの核の内側部（腹内側部の一部を

残して）に絡末枝を枝出してみるのを認める（爲

眞4）．これがしs後根線維の絡末部位である．

一方Thlo以下の全後根に攣性のある第1例及

：Ll－rrht2の横蜥障碍の第4例では， Goll氏束の

下翼でL5後根線維束の凋むる部に密接して，

その腹内側部に位晒してみる攣性線維束（Co－S

後根線維）よりこの核のL5後根線維の絡末部位

に密接して，その学内側部の一部に経末枝を枝

出してみるのを認める．この部がCo－S後根線

維の群羊領域と考へられる．又第2例でGo11

氏束の中国翼に配列してみる（：L3後根線維に相

當する）攣性線維束より，略itこの核の申闇＝部

に｛爲眞4），更に第1，第2及第3例に於て，

Goll氏束の外翼に配列してみる攣性線維集束

より，主としてこの核の外側部に絡末枝を枝出

してみるのを讃明出興る．即ち：L1及Th下部

後根線維は，この核の外側部に絡罪してみるも

のと断ずべきである．而も第4例（：L1の横断障

碍例）の所見（附圖VI叫と比較封照して：Ll及

Th下部ITh12－Th・）後根線維の絡末領域を夫々

決定し得．斯の檬にGell氏束の内翼に配列し

てみる後根線維は，主としてこの核の内側部

に，中置翼に配列してみるものは，中翠黛に，

外翼に配列してみるものは，外側部に夫々規則

正しく絡末枝を引出してみると云ひ得る．一方

Th諄乃至C1の横断障碍若くはその後根に攣性

のある第7乃至第13例の所見よわ，Burdach氏

東中に配列してみる攣性線維集束よりは，全く

この核へ終末枝を枝出してみなv・と断言し得

る．
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 C）Burdach氏東内後根線維の配列

 ：Burdach氏核｛鋏義）の憎むる群群が増大する

に件ひ，Burdach氏束は大照3個の部分に野分

される．即ち核の背側の大部分を占むる耳翼，

核の主として腹内側の外翼（三叉榊維脊髄根を

背方より覆ふてるる部分）及これらの中間部掌

中一翼に’聞分される（RamOn y Caja1鋤）．撮て

攣性線維東の位置は，Cs及C7後根に攣性のあ

る第9例では，内側中の主として外側部の3分

の2の部を占め（爲眞1⑪）．C，及C7後根に攣性

のある第7例では，略it内翼外側部3分の1で

（爲眞5b）， C6及C7後根に攣性のある第9例の

占むる領域の約2分の1に相晒する面積を占め

てみる．叉C，，C7， Csの横割障碍のある第；8

例に於けるBurdach氏東中の攣性線維集束の

外側部は，第7及第9例のそれに一致してみ

る．以上の事から，C7及q後根線維の占むる

領域を確實に決定四阿る．街第9例の内翼の内

側部で攣性線維集束の疎なる部（攣性線維の密

なる部分の領域の約2分野1を：占めてみる）は

Cs後根線維の占むる領域と考へられる。此等

のCs乃至C，後根線維の占むる領域は，：Burdach

氏束全領域の略it 3分の2に挙世し，その攣性

線維密度も，他の後根線維のそれに比して著し

く大である。Cs後根の部分的切断の第！0例では

Cr，後根線維の占むる部位に密接する如く，そ

の腹外側部にC、，後根線維の警むる領域に比し

て狭小なる部分に亘吻，攣性線維の集束を認め

る（附圖VIII），これがC5後根線維の大部分の

占むる領域である．こみ部位は：Burdach氏東

中問翼の略ξ背内側学部を占めてみる．C4後根

に攣性のある第12例では，この申間翼の世外棚

に，C5後根線維に密接して攣性線維東を認める

（篇眞15）．これがC“後根線維の占むる領域で

ある，而もこの攣性線維の占むる領域の腹外側

縁は，C4， Cs， C，の軟化病竃を有する第11例に

それに一致してみる．叉第13例では，：Burdnch

氏束の外翼の略ヒ全領域に亘り攣性線維集束を

認める（爲眞18＞．これがC：1，C2及C1後根線維

の占むる領域であって，第7例に於て，：Burdach

氏束の外翼の外側部，EPちBurdach氏核（狭

義）と三叉祠1経脊随根回とに狭まれてみる領域

で，三叉榊経脊臆根側の背面に密接して比較的

外翼の三内側部に集束してみる攣性線維を認め

る（軍制5b），これがCs後根線維の占むる領域

 と考ふべきであり，從って第B例の所見と比較

劃照してCl， Cg及C3後根線維の夫々の配列領

域を決定し得られる．

 一般にBurdach氏束の周警部では，各後根

線維の攣性線維の密度は疎である．

 d）：Burdach氏核（陸陸）内への終末

 横断障碍がTh5に迄波及してみる第6及第7

例に於ては，Gol！氏束とBurdach三期の境界

部に配列してみた攣性線維群が明に，：Burdach

埋門（狭義》の内側：部に絡末枝を枝出してみる

のを認める（爲眞5b）．然るにTh・1以下の後根に

障碍ある第3例には同様の所見を認め得ないか

ら（附岡IV）， Th5後根線維はこの核に終末し，

Th6以下の後根線維はこの核に絡末枝を逡らな

いものと断定出町る．C6， C7， C＄に横断障碍あ

る第；8例では，：Burdach国東内に配列してみる

攣性線維束は，この核の殆んど大部分の領域に

絡末枝を帯出し，只その外閲部の・一一…小部分のみ

は終末像僅少である（鴇眞7）．第9例では，

：Burdach氏東中のCfS及C7後根攣性線維束よ

り，この核の内側部の約3分野1及外測の一小

部分（第8例の場合と同様）を残して1その他の

部分に均等に絡末枝を枝出して居るのを認め，

叉第7例では，Burdach氏束申の内翼申その外

側に配列してみる憂性線維束（C6後根線維）よ

 り，この核の外回部の略ヒ3分の1の領域（但

し最外側の一部を除く一これは第8及第9例の

場合と同様）に絡末枝を導出してみるのが認め

られる（爲眞5b）．以上の所見よゆCs， C7及C6

後志線維の絡末領域が夫々決定せられる．第10

例では，：Burdach氏早馬のC拓後根攣性線維束

よD，この核の最外側の比較的狡い領域に絡末

枝の枝出が認められる．この部はC6以下に病

1攣ある第7，8，9の諸例で攣雪叩末枝の殆ん

ど認められない部分に一致するから，Cr｝後根線
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維の絡末領域となすべきである．第工乃至第5

例に於てG⑪U氏東中に：配列してみた攣性線維

集束，及第12及第13例に絶てBurdftch氏束最

外側部（外翼）中に配列してゐ掩攣性線維集束

は，何れもこの核に終末枝を叩出してみない

（籍眞15，16，18及19）．

 e）Monakow氏核（：Nucleus funiculi cuneatus

externus Ziehen）への絡末

 延髄のとの高さでは，Mo1〕akow氏；核は既に：

出現するが，刷く少部分の領域を占むるに過ぎ

な）、．C4， C5， C，に軟化のある第11例に於て

は，：Burdach氏東中の攣性線維集束中その最外

側のもののみがこの核に絡末枝を早るのを認

め，叉C4後根切断の第12例に於てはBurdach

氏束撃墜部の攣性線維集束よi），既にこの高さ

のこの核に絡末枝を枝出してみるのが認められ

る（爲眞13及15）．然るに：C1， C2， C3後根早晩1

の第13例では，この高さで未だ殆んどこの核へ

の経末を認め得ない．印ちこの高さに於ける

Monak⑪w氏核（則ちMonakow氏核最下端）は

主としてC4に關辞する事を知る．

 扱て病鍵のC5以下に限局せる第8，第9，第

10の諸例のいつれに於ても，Burdach導束申問

翼乃至内翼中に配列してみた攣性線維集束から

この核に終末枝を枝出してみないのを誰明し得

k（爲眞10，11即興圖XIII）．

 D．オリーブ核の下端が明瞭に見える高さ

（弧束核の下端が明瞭に出現し始める部位）

（：Fig．5の高さ）       l

 a）Goll氏東内後根線維の配列

 第2例に就いて見るに，ilの高さに於ても

：Ll，：L＄及しs後根繊維は依然Gol］氏束の外，

中聞及凹凹に，夫々分離して明瞭に攣性を示し

てみる．然も注意して見ると外翼の最外働で，

Burdach氏束との境界部の腹側部にも，僅かで

はあるが攣性線維の集束を認める事が出來る．

これがTh！1及Thnの後根に野州する惹のと

考べられる、扱て早早に於けるこの高さのGoll

氏東内翼の腹側部にはi攣性線維束：を認め得なV・

が，Co及し後根に攣性ある第1例の同じ高さ

の標本では，明にこの部にも攣性線維を認める

事が出來る．EPちこの高さのGoll氏三内翼の

腹側部は主としてCo－S後根線維に依って占め

られてみる：事を知る．

 伺この高さで既にG⑪ll氏束の攣性線維集束

は，Burdach氏束のそれと同様に，相隣接する

後根に由評するものが相互に混在する傾向を示

して來てるるのに氣付く．

 b）Gol】氏核内への絡末

 第2例に於ける所見（爲眞4）に明なる如く，

Goll嶺町外翼に存する：L1後根攣性線維は，

G⑪ll氏核の外側部に，中陣翼にある1・3後根線

維は，との核の中闇部に，内翼に存するLs後

根線維は，この核の内的部（その腹内側部を除

く）に，G。11氏束及Burdach氏東境界部背側

部に存するT． hti－Th12後根線維はこの核の最：外

部背側域に，夫々規則正しく経末枝を眠るもの

である．下部Th以下の後根に隔壁的障碍ある

第1及第4例（附圖IX＞に於ては， Go11氏町内

の饗性線維集束は，この核の全般に亘り均等に

終末枝を逡ってみるのを認め，叉「rh、sThll及

し1， L5後根に蟹性ある第3例に於ては，憂性

線維集束は悉くこの核に終末するを讃明し，而

もC項d）の所見と同様に，Th昌に横断障碍あ

る第6及第；7例では，こ1の高さに於てもGoll

導束：Burd乱ch氏東境界部¢）帝国顯粒は，一部

：Burdach四聖（狭義〉に絡末枝を逡ってみる事か

ら，Goll氏核内にはC⑪一「1［”hfiの後根線維が絡

末するものと断定し得られる．樹Burdach氏束

に：憂性ある第7乃至第13例の所見を綜合する

に，：Burdach氏東中の攣性線維集束よりは，こ

の高さでも’Goll氏核へ経末枝を逡らない事が

確實である．

 c）Burdach氏東内後根線維の配列

 第7乃至第13例の所見を綜合するに，C項。）

に於て記載せるものと同様Cs， C7， C（s後根攣

性線維はBurdach氏束の内翼を， C，及C4後

根攣性線維は，主としてその下聞翼を，C3， C2

及C1後根攣性線維は，その外翼を占居する．

叉C8－C5後根線維は， Burdach氏核丈狭義）の
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 周邊に，C・一C、後根憂性線維はM⑪nakow氏核

 の外周に集合する傾向が看取される（窮眞11，

 13及19）．

  d）：Burdach氏核内への例解

  各後根線維の終末領域野分はC項d）に記載

 せるものと田訣同様である．第9及第10例に於

 けるC5－Cs後根攣性線維は悉くこの核にのみ

 絡末枝を彫り，M⑪nakow氏棲への絡末枝を認

 め得ない（爲眞11及附圖XIII）．一方第1乃至第

 4例に於けるG⑪11氏東野攣性線維集束よりは，

 この核への絡末枝を讃明し得ない．

  e）M⑪nak⑪w氏核への終末

  延髄のこの高さでは，この核は既に著明に出

 現してみる．：Burdach平平の外翼を占める線維

 束はCl－C3に由來する事を述べたが，些末分

 枝はC4後根に障碍ある第12例では，この核の

 背内側部の略ミ3分野1を占め，CrC3後根に

 攣性ある第13例では，腹外側部の3分の2を占

 めてみる．而もこれらの外翼の攣性線維より，

 ：Burdach氏核（狭義）への絡末枝を讃明し得ない

 （爲眞16及lg）．依ってM⑪nak⑪w’氏核はC4－C1

 後根線維の猫占的絡末核であると言ひ得る．術

 第7例に於て，Burdach幣束外翼に配列してゐ

 るC2後根攣性線維は，この核の腹側3分の1

 の領域を占め，然も主としてその内側部に密集

 して絡末枝を枝出してみるのが認められる．以

 上¢）所見を綜合すると，この高さのMonakow
x

 氏核内に於けるCrC4後根線維の夫々の絡末

 領域が判定し得られる．

  E．背側副オリーブ核が出現し始める部位の

 梢ヒ下部（：Fig，6の部位）

  a）G⑪ll氏東内後根線維の配列

  第1乃至第4例の所見を綜合するに，この高

 きのG。11氏骨内の胸髄下孚以下の攣；生後四線

 回覧は，D項a）の所見に比して，著しくその

 密度を減少し，殊にその内側＝部は，外側部に比

 して一一reその傾向が甚しく，最早D項a）に記

 載せる様な各後根線維に塾する配列を匝分する

 事は不可能である．叉Co－S後根の攣性ある第

 1例（爲眞3乱）と，これらの攣性なき第2及第

3例（剛胆II及VI）とについて，内側部の所見

に差異を見出し難い鮎から，Co－S後根線維は

この高さ以下で既にその野末を完了したものと

推定し得られる．

 b）Goll氏核への絡末

 第1乃至第4例の所見を綜潤するに，この高

さでは最：早各後根線維に封慮する夫々の終末領

域を明瞭に遜別出棺ない．街第1乃至第；3例の

蜘蛛膜下アルコP一ル」注射例に於ける所見より

して，後根からFibrae arcuatae extemaeに直

接移行するが如き線維の存在は羅封に之を否定

出頭る（爲．眞3a）．

 c）Burdach氏東内の後根線維の配列

 この高さでは，Monakow一型が著しくその

占むる範園を横写する爲に，：Burdach氏束を

内，中間，外翼（Ramon y Cajal）に匝督する

事は，最：早困難となる．第；7乃至第；10例に就い

て見るに，C5乃9E C8後根憂性線維は， Burdach

警束の内茅部に墜迫され（鴇．眞8及附圖XIV），

最：早各脊髄後根線維に際する配列旺分は判然と

せす，相互に混在してみる様に思はれる．一方

第12及第13例「で明かなる如く，C4乃至C1後根

攣性線維の占むる領域が増大し，Burdach氏束

の腹外側部で，その全領域の3分の2の領域を

占有してみるのを認める，街C“後根障碍ある、

第12例では，その攣性線維はMo皿誼ow氏核の

三内北部の約2分の1を團罰し，C3， C・及C・

後根に障碍ある第13例では攣性線維は，同じ核

の腹外側部でその2分野1を園続する如く配列

し，：更k叉C2後根に攣性ある第7例に於ては，

攣性線維はMonakow氏核の腹側3分の1の部

を腹側より覆ふが如く配列してみるのを認め

る（爲眞16a， b，19及2⑪）．～これらの所見より

Burd乱ch氏東平に， C、一C、後根線維の占むる領

域を決定する事が出解る．樹第7，第12及第13

例の後根障碍例のいつれに於ても，：Burdach氏

東内の攣性線維が直接Fibrae arcuatae externae

に移行する所見を認める事：が出來ない．

 d）Burdach氏核（狭義）内への絡末

 M⑪nakow氏核の占むる範團の増大するに伴

（ 165 ）
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って，：Burdach氏核は， Burdach漏斗の内側部

に厘縮され，その占むる範團も著しく縮少して

るる．第6及第7例に凡て，C及D項で記載潤

る如く，Th5後根線維の終末枝と認定された饗

性理末枝は，この高さでは最早認められない．

帥ちTh5後根線維はこの高さ以下で既に絡末

を完了したものと推定せられる．C6， C7， C呂に

横噺障碍ある第8例では，Burdach氏町内側部

を占めて密集してみる鍵性線維集束より，この

核の殆んど大部分の領域に絡末枝を邊ってみる

のが認められるに反し傭眞8），C5後根にの

み障碍ある第10例では，主としてこの核の外側

部の少部分に経末枝を枝出してみるのを認める

（小円XIV）ナ爾例に於ける此等攣性線維群は

Monak⑪w国璽へは全く絡末枝：を出してみない

し，勿論叉Goll氏東中の攣性線維集束より

：Burdach氏核への絡末枝も認め購い。

 e）monakow氏核への野末

 第12例では，Burdach斥東中のC4後根攣1生

線維束より，主としてtの核の背甲側部で，全

領域の略it 3分の1の範園に終末枝を繋るのを

認め，（爲眞16a）， nglS例ではC3－C1後根攣性

線維集束は，主としてこの核の腹外側部で全領

域の略it 3分の2に亘って終末枝を枝出してみ

るのを認める（爲眞19）．

 これ等後根攣性線維集束は：Burdach氏核（狭

義）へは全く経末枝を排出してみない儒眞16

吸19｝。

 ：F．菱形窩の下端附近（Fig・7の部位）

 a）G⑪U氏東平後根線維の配列

 胸髄下暗部以下に病攣ある第1，第2，第3

及第4例に於ては，攣性線維集束の密度は既に

著しく減少し，大部分の攣性線維は，既に以上

の高さで絡末を完了した如き感を與へてるる．

然し各例とも依然少子ではあるが，攣性線維集

束を認め得るが，各鰹節後根に勤慮する配列直

配は全く不可能である．第2，第3及第5例

（爲眞22）の所見からすると，少くともTh，一Th12

乃至は］L上部の後根線維はこの高さでも伺残存

してみるものと推定される。

 b）Goll氏核への絡末

 Goll当場は著しくその占むる範園を縮少し，

領域を鑛大した基底友白質の外方に甲唄されて

存在する．第1乃至第4例に於て，G⑪II氏東

中に配列してみるTb醇一L上部後根攣性線維集

束よD，極めて少数であるが，尚この高さに於

て～ヌoll氏核に経末枝を逡ってみるのを誼明出

置る．勿論各後根線維に樹押する絡繰領域は之

を三分し得ない．

 c）：Burdach氏東内後根線維の配列

 第7乃至第13例の所見を綜略するに，この高

さに於ては：Burdach氏東中の線維の密度は全

艦として著しく減少し，殊に下部頸髄（Cs－C8）

後根に由略する線維はその数著しく減少し，

Burdach氏束の骨内側部に四半され，腹内側の

大部分邸ち全領域の略it 3分の2を占むる部分

は，C4－C1後根に由來する線維によJl占居せら

れてるるのを認める（爲眞6，12a，14a一：Fの部

位よ静臥上部一，及20一これも梢ヒ上部一）．

 d）Burdach氏核（狭義）及Monakow氏核へ

の絡宋

 ：Burdach氏核（鋏義）はこの高さでも矢張り

Burdach氏束の内側部に塵縮されて存在し，そ

の占むる学園は更に著しく縮少してるる．第8

乃至第11例に於けるBu・d・・h氏束三内側部の

i攣性線維集束（主としてC8－Cs，後根線維）より

との核に絡末枝を叫出してみるのが認められ

る・翁第8，第9㈱眞12の及第lo例のいつれ

に於ても，これ等のi墜性線維集束よ9Monakow

氏核への経世分枝を認める事は出題ない・

 一方Monakow氏核は，～二の高さでその占む

る範囲が略it最大に達してみる．C4後根切断せ

られたる第12例及C4， Cr，， C・後索に軟化竈あ

る第11例では共にこの核の主として背内側部3

分の1に攣小型末枝が絡り，叉C3－C・後根切断

せられたる第13例に於ては，この核の腹外側3

分半2に攣性絡末枝の至るのが認められる（爲

眞20）．禽第12及第13例に於けるこれら攣性線

維集束より：Burdach学匠（狭義）への終末分枝

を詮明する事が出來なVO．      、

［ 166 ）
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 G．前庭紫蘭脊髄被が出現し初めた高さ（：Fig．

8の部位）

 a）第1乃至99 4例を精査するに，との高さ

に於ても依然Goll氏核は存在し，僅少である

が攣性線維を認める事が出來る（篇眞3b）．

 b）：Burdach氏核（狭義）は，：Burdach氏束の

州内側部に於て，僅かな領域を占めて淺存して

みる．第8乃至第11例では，：Burdach氏東中の

背側部の鍵性線維集束よbこの核へ絡末枝を枝

出してみるのが認められる（爲眞12b，14b）．

 一方Monakow氏核への終末に關しては第12

例（甲唄16b）及第13例（爲眞20）の所見で明な

る如く，C4後根線維は主としてこの核の背内側

部に，C3－Cユ後根線維は主とL，て腹外側部に絡

末枝を逡ってみるt尚第12及第13例に於ては

：Burdach氏核（狭義〉への憂性線維電導を認め

す，一方第8乃至第10例に於ては，Monak⑪w氏

核への攣性線維絡末を三明幽界ない．

 H．舌下紳経核：の上部（：Fig．9の部位）

 胸髄下野部以下に群群ある第1乃至第3例で

はこの高さで最早攣性線維の存在を認め得な

V・．印ちGoll群羊は，この部位では存在しな

いと言ふ事になる．叉下部頸髄後根に攣性ある

第8乃至第1⑪例に於てもこの高さで最早攣性線

維を認める事が出平ない，一般にこの高さでは

：Burdach氏核（狭義）そのものの存在を認識する

事が困難である。C4， Cs， C6後索に軟化を解明

した第11例では，前庭紳経脊髄根と索厭膣との

申間，三叉四維脊髄根の背側に直：接して極めて

限局した攣性穎粒群を認める事が崩吃る．この

部に一致して既に箸しく縮少したMonakow氏

核を諦明する事が出判る．C4後根に攣性ある第

12例及びCl， Ca， Cs切断せられたる第13例に

別ても同様この部分に攣四脚粒の存在を閉門す

る（葉雪眞21＞．

 街前述せる如く，脊髄蜘蛛膜下アルコPtル」

注射例（第1乃至第3例），及後根切断例（第7，

第9，第11，第12及第13例）のいつれに於ても，

Goll氏束及Burdach氏東内の攣距線維集束よ

il］ ，，外弧朕線維に直接移行する攣性線維の存在

を認める事は出射ない．

 以上の所見を通覧するに，Goll町回及：Bur・

dach導引内に於ける後根線維の配列は， d延髄

内に於てもKahler氏法則に從ぴ，これ等後根

線維の同名の爾核並にMonakow鳶凧への経末

も，明に同法則に從ふものなるを知る．帥ち下

部脊髄後根に由下するものは，核の内側部に，

上部よりのものは核の外側部にその絡末領域を

求め，比較的規則正しく絡末するものである．

爾との外に同一核内に干て，下部町節後根に野

手する線維は，上部髄節に由回するものに比

し，下方で既にその絡末を完了するものと推定

すべき領導がある．この推定を最：も力強く畑瀬

づけてみるのは，第5症例の前額干与績切片標

本である（門門22，23）．即ちGoll氏東外側部

を上行する攣性線維集束は，Goll氏核の全長に

亘ってその外測部に絡末像を認め得るが，特に

経聖像の著明なのは筆尖より少しく上方附近の

部位である．これが主として：L1或はTh下端

の後根線維の絡末部位と考へられる．攣性線維

集束中，その外測部に配列してみるものは，更

に上行してGoll氏核の上端附近に：迄到達し，

野末を完了してみるのが認められる（爲眞23）．

これが恐らくTh7等の後根に由來する線維で

あらうと推定される．

絡括並に考按

 以上の所見を基；礎として，横断面に於て脊髄

各後根線維の延髄後索内配列，及之が後索核内

への終末響町を横降岡に示せば，第2表Fig．1一

：Fig，9の如くなる．脊髄蜘蛛膜下にアルコt一ル」

を注射せられた第1，2，3及5例に於ては，

アルコール」はその後根のみに作用し（梶谷及

久留23＞，津端47））てるて，脊髄内には直接の障

碍が及んでみなV・から，第7，9，10，12及13

［ 167 ］
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例の如き後根切断例と共に後根線維の絡末探究

には，誠に好摘の症例ど言ふ事が出來よう．叉

第6，7，8及第11例の如き横断障碍例は，そ

の横断障碍部の最上部脊髄々節以下の後索（帥

ちその髄節以下の七節に關與する全後根）障碍

と考へて差支ないので，別個に重大な意味を持

たせ得る．斯くの如く思考すると余の槍多した

13症例は，仙髄及胸髄の一部を除いては，殆ん

ど脊髄各髄節に相感ずる後根線維の障碍を含膚

でみるものと言って大過なからう．尚Ci後根

線維の存否に回しては，從來種々議論されてる

るが，Ziehen鋤， Kazzander 22｝が認めてみる様

に，余も第13例に於て，Ci後根線維の攣性を

誰明し得たので，鼓にはCi後根線維が存在す

るものとして論を進めた．

 脊髄後根線維の相當の部が，所謂後索を形

成して延髄に到達する事を最初獲見したのは
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T駐rek劫であって，このものが識別機能を有す

る趣，燭毘及深部知畳に關係する事を始めて明

にしたのは：Fabritius 14）である。

 Darkschewitsch及Freud 9）は人豪然に於ける

髄鞘獲生の研究から，下部胸髄以下尾髄所騙の

後根線維はGoll氏核に：，上部胸髄以上頸所屍

の後根線維は：Burdach氏核（独義）に終末する

と記載し，叉：Lewand⑪ws・ ky 27）は猫に於ける實

験的研究から，猫の後牛身を支配する後根線維

はGo11氏核に，前壷身を支配する後根線維は

Burdach氏核に絡末する事を認め，之等脊髄後

索線維の麺髄内の走行，配列に話して，所謂
：Kahler 2。）氏法則（叉はSchieferdecker ’M）氏法則）

が成立する事を確認し得た．余は如上の13症例

の検索から，大艦に於てこのDarkschewitsch及

：Freud，並に：Lewand⑪wskyの設と一致し，人

間の後索線維は延髄内に於ても脊随内に於ける

［ 16S ］
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と同様に（Wfnk1劔購，土屋gs））， Kahler氏法

則に從ひ上行する事實を確實となし得た．

 扱て延髄後索核に終末する欺況と關吊して，

脊髄後索線維群を次の3群に聞分し得る，即ち．

 G⑪II氏核に終末する後根線維群

 ：Burdach氏核（狭義）に生末する後根線維群

 M⑪nakow氏核に絡発する後根線維群

 が之であって，之等に平して今少しく詳細に

考察を加へて見よう，

 1）Go11氏核に絡末する後根線維群

 Goll氏核は，三塁延髄境界部の横断面では

殆んど之を認め得ないが，錐罐交叉の下部附近

より出現し初め，更に延髄上部に至るにつれ

て，その大きさを増し，副オリーブ核の下端の

高さで既に最大に達する．之より上方の延随で

は漸次その占むる範園を縮少し，前庭祠i経脊髄

根が明瞭に出現し始めると田田同時に溝失す

る．

 1）etr伽鋤はC1に於てGo11氏束：中にあった

Co－L並にTh〒一Th4後根辮｛奮は，延髄でもGoll

氏束を上行して，Goll氏核に絡弔するのを認め

たと記載し，Henneberg Is＞は錐膿交叉の高さ

で，C⑪一Th5後根線維は， Goll氏東内に配列し

てみるを認めたと述べてみる．第1，2及第3

例に於ける余の槍索では，延髄頸髄境界部に於

ける脊髄後索線維の配列は，土屋がC1に於て

記載した所と同様であって，胸随後根線維は，

Goil及Burdach氏束の境界部にその位置を占

めて配列してみる．而してこれらの後根線維中

上部胸髄後根線維は，下部のそれに比して延髄

後索中で背側部に位置してみる事は，第1及第

3例の所見より推定し得られる所であるが，見

回鋤も猫に：於ける後根切断網野の槍索から同様

な結論を得てみる．Thl。以下の全右側後根に

攣性ある第1例ではG⑪ll氏核の最：下端の部に

も，Go11氏東の背内側1部の攣性線維集束より

の哲西分枝を認め得るに反し，S及Co後根に

攣性を早く第2及第；3例では，この高さのG⑪II

氏東中の課内側部の攣性線維の密度は，第1例

のそれに比べて極めて疎であって，而もGo11

氏核の最下端への終末分枝は殆んど之を認め得

ない．

 上述の事實よりCo－S後根線維は延髄のこの

高さでは，Goll氏束の甚平側部にその位置を

占め，この部位で出現する後索核最：下端（Goll

氏核の最下端）に主として終末してみると思考

し得られる．NVallenberg 4“）も入間に於て，錐臓

交叉の下部附近では，L下部及Sの後根線維が，

主としてGo11氏核の背内側部に絡干する事を

認めだと記載してみるが，上述の余の楡索によ

り，Go11氏核の下端には，略it Co－S後根線維

が終末してみると考へるべきである．錐艦交叉

より上方で，G⑪ll氏核がその占むる範園を漸

次増大するに件ひ，Goll零下は困，中間及外

翼に直焼され得る様になる（後述する如く，

Ramon y Cajal 36）がBurdach氏束に於て斯か

る町分をなしてみる）．第1，2及第3例の所見

の示す如く，GelL一束の内翼は主として， Co－

S及し下部（主に：：L5及：L4）の後根線維，中聞

翼は主としてLs及し2の後根線維，外翼はLi

及下部Thの後根線維が配列し， Goll氏核の内，

中聞及外側部に夫々規則正しく絡噛してみる．

而してSinger及M員D2er勒は動物（猫）に於で，

Dttrkschewitsch s）は人聞に嘗て Cauda equin乱

（主として：L2以下の後根）に障碍を受けた症例

の憂化を，：Marchi墨引により延髄後索核まで

追求し，Goll氏核が最大に達してみる横断面で

は，攣性線維の絡末は，Goll氏核全般に亘って

みるが，殊にその中心部に著明であると報じて

みる、然し余の症例に於ては田訣均等に絡末を

認めてみる．一側性後根のTl17以下に限定せ

る第1乃至第5例に於ては一墜駐線維終末のth

部が，Burdach氏核｛轡型）にも波及してみる

（後述）事から，Goll氏核に絡干するものはCo－

Th，後根線維であると噺定して大過なからう，

オリーブ核の下端が既に出現してみる高さで，

第1，2及第3例の所見を比較輩才照するに，S

以下の後根に相當する攣性線維は著しくその密

度を減少し，それ以下のGo11氏核の内側部に

大牛その絡末を完了したものと推定される．ζ
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れより上部延髄の横噺面では，G⑪ll氏束並に

Goll氏核内に於ける攣性願粒の歌態が，第1，

2及第3例共略t同一の所見を呈してみる．背

側副オリe一一・ブ核の最下端が出現する梢ヒ下方の

高さでは，G⑪ll氏束は最早前述の3つの翼に

覆分され得すして，Golt氏園内の各脊随後根

に聾する配列華分も最：早不明確となり，鞭って

Goll氏核内への終末欺況も，相隣接せる後根

線維のものは相互に混在し，判然と画筆し難

い．然しながらG⑪ll氏関内では依然Kahler氏

法則が適用され，Goll氏核への終末歌況も，

Th，一しの範園内で，核の内側部は工下部，外

側部にはTh，一L上部の後根線維が主として終

末してみるものと判断し得られる．この高さよ

り上方ではG⑪ll氏核は著しくその占むる範園

を縮少し，前庭祠1経脊髄根が著明に出現し始め

ると略e消退するが，G⑪ll細螺は延髄基底友

白質の外側端の側方に：堅迫され乍らも残存する

事は，第1，2及第3例の所見に於て確認し得

られた所である．ヒの部の攣性線維は恐らく

Thc，一Thi2の後根線維に由黙するものと思考さ

れる．一方全症例を通じ延髄の如何なる高さに

於ても，Burdach氏束申の壁性線維集束よりの

Goll氏核への絡末分枝を磯明する事が出廉な

vN．

 2｝：Burdach氏核（狭義）に終末する後根線維

群

 Burdach氏核は錐禮交叉の高さで初めて，所

謂Processus cuneatusとして出現するが，その

占むる範園が最大に達するのは，略eオリー

ブ核の下端附近である．延髄の上部に至ll s

M⑪nakow氏核の占むる範園が増大するに件防

急速にその占むる範團を縮少し，前庭祠脛脊随

筆集束の外側に墜縮され，この集束が出現し始

めた梢ζ上部に於て浩退する。zi¢hen 52｝は之よ

り下部に曾て既に消退すると述べてみるが，上

記第8聯9倣射ては前庭漁具難の出現
し始むる部位に於で尚，Monakow氏核と明瞭

に匠位し得らるs，比較的小細胞よ夢成る所

の，明に独義の：Burdach氏核に屡せしむべき

友白質を認め，然もこの核へ明に攣性線維の絡

末するのを認め得た．

 延髄沖乗境界部附近に湿ては，ziehen r，2）は，

Th2及Th1の後根線維は：Burdach早早の内側

部に配列すると述べ，Schaffe「 40）やWallenbe「g

49）はTh3の後根線維も炉塞に：Burdach氏束の

内側に酉已列しある如く護表し，：叉Margulies 3e）

はTh，の後根線維も：Burdach導束に配列しあ

ると報告してみるが，Pe髄n 34）はTh4－Th7以

下の後根線維はG⑪ll氏弱輩に配列し，少くと

もTh，以上Ciの後根線維はBurdach氏東灘

に配列しあるとの見解を表明した．一方G⑪m－

bault et Philippe 17）はC5の部位：に於ける横断

障碍例で，延年頸髄境界部に於けるBurdach氏

東中の攣性線維集束は，主としてその内牛部に

著明なりと報じてみる．

 余の第1乃至第7例の所見よb見れば，延

髄頸髄境界部では胸髄後根線維はGo11一氏束及

：Burdach氏束に跨って配列する．印ちG⑪ll氏

束及：Bur甑ch氏東境界部に配列すると導べた

方が一暦姿當の様に思はれる．而も見玉24）が猫

の後根切噺例に於て認めたと同様に，胸瞭の比

較的下部に由來する後根線維は，上部に岡三す

るものに比し，比較的に腹側部に配置しあるも

のと言ひ得る．その他の高さに由來する後根線

維の配列は土屋の記載せるC1に於ける後根線

維の配列に準ずる。

 Ariens Kappers 21）は哺乳動物に於て，頸髄及

平瓦後根線維はBurdach氏束を上行して延髄

の：Burdach氏核（狭義）に悉く絡末すると言っ

てみるが，余の症例では，錐禮交叉上部よ．）1胸

髄後根線維中，その一部のものは：Burdach氏

束：内に進出し，：Burd乱ch氏核（狭義）内側：部に

絡移してみる．帥ちTh5に横断障碍のある第

6及第7例の錐盟交叉上部横断面に於て，Goll

及：Burdach氏東境界部に配列してみる攣性線

維集束中で，その一部のものが明にBurdach氏

東部側部に進出し，：Burdach氏核の内側部の一

小部分に絡馴してみるのを認め得る。この線維

は延髄の比較的下部に於てその絡末を完了する
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ものの如くである’一一方Th母の後根以下に障碍

のある第3例では斯かる所見を認め得ない黙よ

り，Th5－Thiの後根線維は：Burdach氏年内側

部に進学し，との核の内側部に経帯するものと

推定し得られる。見玉は猫の後根切断例に於

て，上部胸髄後根線維は：Burdach氏核（狭義）

の内側部に終末すると獲表してみる．而して

PetrξnのTh3－ThSiの後根に障碍のある症例及

WaUenbergのTh3－Caの後根に：障碍のありたる

症例に於て，それらの攣性線維はBurdach弾手

の内側部に配列，而も：BUTdach氏核（内義）に

絡末すると言ふ黙，並にHennebergがTh，一C

の後根線維は錐膿交叉の部で：Burdach氏束に

配列する事を認めてみる職，叉余の症例の所見

の如く，：Burdach氏束よりGo11氏束に進入す

る攣性線維を認め得ざる貼から，Ths」1’hpの後

根線維の配列並に終末に帯する上述の推定は，

一暦その安當性を排すものと信ぜられる．錐禮

交叉の上端より上部に至るに從ひ，：Burdach氏

核がその占むる範園が増大するにつれ，：Burdmh

平等はRamon y cajalが提唱せる如く，内翼，

外翼及中聞部（中間翼）に配分され得る（Petren

は之を外脚，外周に予行なる脚，管内脚に匠回

した）．第8，9及第10例の所見の示す如くC8一一

Csの後根野性線維は，他の如何なる脊髄後根線

維よりもその密度大にして，主として内翼に，

Csの後根攣性線維は期間翼に配列し，これらの

i攣性線維集束は悉く：Burdach凹型（独義）にそ

の絡末枝を枝出し，その核の大部分の領域を

Cs－C，の後根線維が占め， C5の後根線維の絡末

領域は，余の部分的後根障碍（下3分の2）例か

ら判定するに，この核の外側部の一部分を占

むるものと言ひ得る．斯かる事實は，高等動

物程脊髄：後索線維が畿達し（Br⑪uwer 5）），而も

その中でCs－C6の後根線維が最も多数なる事

（Wi］nkler鵬，久留2分））を謹明し，人禮に於てこ

のC，一C，の後根線維の支配する領域（手指の大

部）が，それ以外の後根の支配領域に比し，機

能的に大なる意義を有する生理學聞事實と杢く

符合するものと言へよう．背側副オリーブ核が

出現する梢ζ下部附近に於ては，Mon甑ow氏

核がその占むる範園を増大し，：Burdach特選

（独義）は爲に著しくその占むる範團を縮少し，

：Burdach警束自身も之を3翼（叉は3脚）に可分

する事困難となb，核と共に後索の内側部に堅

磐され，最：早各後根線維に関する配列，終末平分

 をなし得ない．然しながら延髄上部のBurdach

氏束或は核に於ても，G⑪ll四壁に於けると同様

にKahler氏法則が成立するものと考へられる．

L而してこの：Burdach氏核へは，第12及第13例

 に於ける攣性線維集束帥ちC4－C1の後根線維の
                     習1
絡末を全く認め得ない．

  3）M⑪nakow氏核：に絡了する後根線維群

  Monakow氏核とはZiehenの言ふ：Nucleus

fnuicull cuneatus externu5の事である． Monakow

32）は1890年に守門犬の吻側外側係蹄切断實験

から，Burdach氏核（廣義）に内外二つの脚下を

．画分し得る事を記載したが，この核の有する意

義に關して下れなかった．MonakOW氏核の特

徴はそれを構成する細胞が他の後索核のそれに

比し著しく大なる事である．Monakow氏核は，

略itオIJ一ブ核の下端より出現し初め，急激に

 その占むる範園を増大し，オリrブ核の占むる

四二が最大に達する稽ヒ下部に於て最大に達す

 る（ziehen， Ranson 37）｝．前庭門経脊髄根の出現

 と共に又急速にその占むる範園を縮少し初め，

 これの腹外側部に位置しつS，略e舌下示巾維核

 と共に浩退する．

  Sherringt⑪n 41）は猿のC2の後根切断後側性線

維を延髄後索核迄追求し，この後根線維は延髄

 のMonakow氏核に甲骨する事實を認めた．

  ：Lewand⑪wskyも， Monak⑪w氏核へは，：Bur・

dach民核（狭義）と同様に後索線維が分裂して

・絡閉し，後索線維以外の何物も絡隣しないと述

 べてるる。Ranson， DavenPort及Doles 3s）並に

Corbin 7）等は猫のC，一Clの後根を切断して上行

性攣性を追求し，延髄内では之等の後根線維は

 ：Burdach氏束の外側部に配列し，之等の大多敷

 の線維はMonakow氏核に伊州するのを認めた。

 一方Petrξnは人艦に於て，恐らくC4－C1の後
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根線維は：Burdach導束の外翼（外脚）に配列し

つN，Monakow氏核に終末するだらうと推定

したが，形態學的謹明を與へ得るには至らなか

った．余の第12及9913例に於ける槍索は此の間

の事情を一意的に閾明し，C4－C1の後根線維は

：BUIdach氏束の外翼に配列しつ’S，悉くMona・

kow氏神に即事するものなる事を明となし得

た。C4， C5， C6に軟化のある第；11例では，

：Burdach氏東中の攣性線維集束でその最：外側に

配列してみるもののみより，この核に絡末枝を

棟出してみる・一方的第8・9及第10例に於け

る槍索は，Burdach氏東中．の内翼及中間翼に配

列しある攣性線維群即ちCs－C5の後根線維はこ

の核へ絶封に壁隣分枝を逡らざる事を明となし

得た．  一

 見玉は上述の猫の後根等等實験に於て，頸髄

後根線維中下部のものは：Burdach氏核（狭義）

とM⑪nakow勢門の内側部に，上部のものはこ

れらの核の外側部に夫々絡澄すると述べてみる

が，余の槍索により少くとも人艦では，：Burdach

氏核（狭義）に絡末するものは悉く：Burdach氏

核（挾義）に，Monakow氏核に絡饗するものは

悉くMonakow氏核に絡末する事を確め得た．

帥ち人間に糊する限り児玉の論には賛同し難

い．：Blumenau 3）はM⑪nako、v氏核を索歌艦を

介して小脳に關係づけ，RansonもMonakow

刻下に生する線維は，索状艦を介して小騒に逡

し，機能的には背側脊髄小脳路の線維が魑幹及

下肢筋に關号するL同様に，上肢及頸筋に關聾

するとなし，吉田s1｝は，家兎に於てM⑪nakow

氏核は前庭祠」経の下行枝の絡末枝にして，これ

よb小騰に二i次経路を出してみると旧いてるる

が，Sheringtonは上記の如くC2の後根切断例

の實験から，MOSiakow熱核はCeの後根に現

しては，Claゴke氏柱が下部腰髄後根に甥すると

同様な馬蝉に立つと結論してみる．一方Clarke

氏柱細胞とMonakow氏核との形態學的相似は

Tschermak 45）， Nicdesco 33）等の主張する所であ

る．然しながら一：方土屋の研究によるにC，一Cg

の後根線維中下行性のものは明に胸腿上部に至

b・恐らくClarke氏柱細胞に絡目すると思は

れる所見を示す．との所’見はMonakow氏核を

この形態學的相半の故のみからCiarke氏柱細

胞と機能珊珊一・禮と勘定する考へ方に，軽種の

制肘をカ1へるものであらう．故にM⑪nak⑪w氏

核と小叩との關聯が形態學的に確實に誰明せら

れた曉にして，初めてMonakow氏核は頸筋に

機能的に密接なる關聯を有するとの結論が許さ

れるであらう．人聞冠絶に於ては：Burdach茂

核（峯夷義）はMonakaw華華よりも張度に嚢達し

てみるが，頸筋の磯達してみると思はれる動物

例へば象に於ては，M⑪nak。w氏核は人間三猿

より比較的並に維封的に強度に護達し，叉それ

の：Burdach氏核（独義）に比して例外なしに強

度に獲達してみると言ふ（江川ls））．これらの1

は，この種の推定に理る程度迄間接的支持を與

へるものと言へよう．

 4）索関野及内側野卑に直接移行する後索線

維の有無

 Edingerは人脚韻め髄鞘蘇生の研究から，

Dydynski ie）は人禮脊髄1の横断障碍例の槍索か

ら，いつれもG⑪】1氏束：内の後索線維の同側索

歌盟への直接的移行を考へ，Petrcf．nも等しく人

禮に於てBurdach氏書箱の後索線維の同様の

走行を記載し，S61der N）はG⑪11及：Burdach氏

東中の後索線維より，夫々直接同側小脳索歌

禮に移行する線維群を認めたと記載してみる

（Marburg＞．・・一一“方Sch紬脆r鋤は人艦に於て，後

索線維よウ封側の索歌罷iに直接移行する線維群

を認め，1i oche勅は非交叉性のものはないと主

張してみる．：更に：叉G⑪ldstein le・）も， この後

索線維中直接小磯に到達するもの（彼の所謂

Tractus radiculo一一cerebellaris）の存在を：是認し，

Tschermak劫（人禮），：Probst 3・S）｛猫｝等；もかX

る閉路の存在を主張してみる．これ等報告は総

て横断障欝例の所見に基礎をおいてみる事に注

意を要する．一方Ziehenは軍艦後根線維の輩

猫障碍例の槍索から，索引髄へ直接移行するが

如き後根線維を否定し，d’Antona 1）もZiehenの

意見に賛意を表してみる．しかし：Luna 2s）は猿
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に於ける後根障碍例に於て，Go11及：Bnrdach

氏核に中臨されすに直接索状罷に移行する後

根線維を認めたと報じ，Ranson， Davenport及

Deles等は猫のC3－Ciの後根線維の一部が直接

に選歌艦に移行すると述べてみるが，人艦例の

攣性標本からのかくの如き結論は少く，：Bech－

terew 2｝，：Bruce c’） ￥すべて斯かる線維の存在を

否定して勾る．上記余の蜘蛛膜下アルコール」

注射例及後根切断例のすべてに於て，Ziehen，

d’Antona， Bechte rew等の見解に一致し，後根

線維より直接索歌艦に移行する線維の存在を確

實に否定し得た。Goldstein等；の所謂Tractus

radicd⑪一cerebellaτisの主張は，総て横断障碍例

の槍索に基礎を置く誤った推論であってジ仙髄

一延髄路の：Fibrae circumferentes及intercuneato－

trlge！nl㎎lisに相當するものを誤認したもので

ある事は曾て久留教授恥の詳細に槍討された所

である．街實験小動物に於て脊髄實質に損傷を

與へすに後根を切断する事は，殆んど不可能に

近V・事を特に指摘し置き度い．

 勿論Schafferが主張する如き後索より直按

内側半弓に移行する線維の存在も一般に容認

せられない所である（：Lewandowsky， Ziehen，

Petren）。余の蜘蛛膜下アルコール」注射例及後

根切断例の所見よりも，この種線維の存在を完

全に否定し得る．

結

 仙髄より第1頸髄に至る間の種々の高さに於

て，後根叉は後索に障碍のある比較的新鮮症例

13例の延髄の主としてMarchi横断面連績切片

槍索により，脊髄後索線維の延随後索内配列及

絡末を槍解し，孜の結論に到達した．

 1。延腿に於てもGoll氏束帯’Burdach氏東

内の後根線維の配列は，Kahler氏法則た從ふ．

しかしその配列様相は延腿の下に行く程明確で

あり，延瞳中央部以上では甚だ不明瞭である．、

一般に全仙髄及全腰髄後根線維はGoll氏束に，

全胸髄後根線維はGoll氏束及：Burdach氏束

の境界部に，第三髄後根線維は：Burdach平臥

内に配列しにるる．面してこれ等の後根線維は

延髄後索核内の終末歌劇から，Gol】結核に絡帯

する後根線維群，：Burdach昏昏（狭義）に絡関す

る後根線維群及Monak⑪w氏核に絡回する後根

線維群に1分割し得る、

 II．上記3群の後根線維群と，夫々の核との

關係を見るに：，比較的下部脊髄高節の後根に由

排する線維は核の内側部に，上部のものはその

外側部に，略it規則正しく終末してみる．叉下

部脊随耳環のものは上部脊髄山來のものに比

し，早く（撃ち延髄の下部で）絡末を開始し，

早く終末を絡了するものと思はれる。

論

III．第1頸随乃至第4縛帯後根線維はM⑪na一

kow氏核のみに，第5頸髄乃至第5胸髄後根線

維はBurdach氏核（狭義）のみに，第：6胸髄以

下尾髄に亘る後根線維はG⑪ll氏核のみに夫・ゼ

終末する．之等の後根線維は，上記終末核以外

の核に全く終末分枝を枝出してみない．

 IV．第8乃至第6頸髄後根線維の占むる領域

及この線維の密度の，他の後根線維のそれに比

し著しく大なる事は，第8乃至第6頸髄後根線

維の支配する領域（手指の大部分）の生理學的

重要性とよく一・致する．

 V．Monakow日月に絡末する後根線維の支

配領域と，Mo皿akow氏核そのものの比較解剖

から，この核は人艦に撃ても頸筋に密接なる關

係を有するものとの推定が成ゆ立つが，確實

な解剖學的或は生理學的根擦は未だ訣除してみ

る．

 VI．後根より直接小謄叉は覗丘に向ふ線維

の存在は早早に否定される．

本論丈を棚筆するに回り終始御懇篤なる御指導，並

に御校闘を辱うしたる恩師久留二三に満腔の謝意を表

す．伺本研：究に多大の御援助を典へられた教室員諸賢

に深謝す．
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